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１．はじめに
　今日，「話し合い」の持つ意味は，いろいろな側面
において，重みを増している。
　OECDは，世界の全ての人に共通して必要とされる
能力（キー・コンピテンシー）の一つに，「異質な集
団で交流する」ことを挙げている（ライチェン，サル
ガニク『キー・コンピテンシー』明石書店，2006年）。
グローバル化が進む社会にあって，個人が属する共同
体，地域や国や民族の利害だけを優先するのではなく，
相手の事情や利益についても考慮し，調整しながら問
題解決を行わなくては，全体として社会が持続できな
くなっていて，そうした営みを支える能力が重要視さ
れるのである。
　実際，企業をはじめとした経済活動を行う団体が求
める人材には，外国人との交渉力を含めた高いコミュ
ニケーション能力を持つことが求められているが，「話
し合い」の能力の持つ重要性はそうした国際的な場面
においてだけではない。地域社会においても，市民や
非営利団体が行政に参加する機会が増えている。社会
福祉事業や活動，自然災害からの復興事業など，行政
機関に任せきりにせず，市民が直接的な「話し合い」
を通して，お互いの価値観や利益，リスクを自ら調整
し，合意を形成する状況が身近なところで生じている
（加藤尚武『合意形成の倫理学』丸善，2009年）。国・
地方，国内国外を問わず，政治的な不安定さも増して
おり，市民が健全な市民性を持つことはますます重要
となっている。近代社会や民主主義の成立において，
「話し合い」は不可欠なものとされてきたが，今日求
められるのは，代表者によるものではなく，一人一人
が直接参加する「話し合い」である。

　科学的な真理についても，科学技術の持つ社会的，
経済的なリスクを目の当たりにし，真理を社会構成主
義的なものととらえる知識観が前景化している。生命
科学や原子力技術など，科学者が明らかにした知識を
「真理」としてそのまま受け入れるという一方向の受
容ではなく，真偽や現実的なリスクを批判的に吟味し
て知識を更新していくことが社会全体として求められ
ているが，そこで必要になるのも広い意味での「話し
合い」である。
　このように，社会において必要とされる能力はより
高次なものになってきている。学校教育においても，
社会構成主義的な知識観，知識や能力を協同的に身に
つける過程そのものを学習や学習能力と考える学習観
や能力観が，実践レベルでも広く受けとめられるよう
になった。学習指導要領では，そうした高次の能力が
「思考力・判断力・表現力」と表される。平成20年に
改訂された新しい学習指導要領では，それらに言語能
力が深く関わっているとして，全ての教科において「言
語活動の充実」を行うことが柱の一つとされた。そう
した中にあって，「話し合い」は協同的に知識や能力
を習得するための土台として位置づけられる。中央教
育審議会の答申では，言語活動の例として次のことが
挙げられている。
　６�互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考
えを発展させる

　では，国語科における「話し合い」の指導はどのよ
うにあるべきか。今この問いは，平成10年版学習指導
要領で国語科の目標に「伝え合う力」の育成が加えら
れたときとは，また異なる意味を持つ。国語科におけ
る基礎・基本の学力として，小・中・高と系統的に育
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　　　②相互啓発による創造性の育成
　　　③課題追求方法の習得
　　　④人間関係の育成
　　　⑤意見の述べ方，聞き方の習得
　　　⑥話し合いの形態の知識と運用能力の育成

４　話し合い学習の分類・整理
　「話し合い」の機能について様々な研究者が分類・
整理しているが，おおむね「論理・思考」（論理性）
の極と「情緒・人間関係形成」（倫理性）の極との二
極における分類であるという点で共通している。
⑴目的による分類
Ａ　拡散的な思考方向を目的とする話し合い活動
　　（広げる，深める話し合い）
Ｂ　収束的な思考方向を目的とする話し合い活動
　　（まとめる話し合い）
⑵指導方法による分類
Ａ　話し合いの力をつけるために話し合いをさせる。
　　（取り立て指導）
Ｂ　他の目標の手段として話し合いをさせる。
　　（関連指導）

５　学習者の実態調査
①全国学力・学習状況調査（平成26年度）結果より
　2014年４月に実施された質問紙項目に「普段の授業
では，生徒の間で話し合う活動をよく行っていたと思
う」「生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考え
を深めたり，広げたりすることができている」かどう
かを問う項目があった。

　前者に対する本校中学３年生の回答は，「当てはま
る」「どちらかといえば当てはまる」と答えた生徒の
割合（上段）が全国平均（下段点線部）を下回った。
（図１）
　国語の授業に限らず「１，２年生のときに受けた授
業について」問うたものである。本校では全教科を通

（間瀬茂夫）

２．研究の目的・方法

「話し合い」は，学校生活のみならず，社会生活の

様々な場面で必要とされるにもかかわらず，深い話し合

いを実現することは容易なことではない。「話し合うこ

と」については，学習指導要領に各学年の指導事項が示

され，発達段階に応じた違いも表現されている。しかし，

指導場面が取り立て指導に加え，他の学習領域における

言語活動の中と多様であること，また話し合いの形態も

対話を含め，考えの出し合い，討論，ディベートなど

様々であり，これらを各学年段階における年間カリキュ

ラムの中でどのように配置するのか，また，小，中，高

の能力的な差異や学習者間の関係性をふまえての効果的

な学習指導とはどういうものなのかなど，現実的な課題

が少なくない。

本研究では，各学校段階や各学年でどのような話し合

いの力を身につけさせていくことが必要なのか，またそ

のための授業実践はどうあるべきかについて，小・中・

高がお互いの指導実践の関連や，学習者の学びの履歴を

ふまえた「指導プログラム」の作成をめざす。平成 26年

から 28 年の 3年計画で次のように実施する。

1年次 本校学習者・実践の実態調査，国語教科書・話

し合い，言語コミュニケーション関係の先行文

献・視聴覚教材等の収集分析

２年次 授業実践（１）実践課題の発見・設定，学習活

動・指導方法・教材の開発

３年次 授業実践（２）系統的な指導プログラムの作成

３ 話し合い学習の意義

話し合いの学習については，おおまかに考えて二つの

意義があると考えられる。一つは，民主社会を形成する

人間として当然身につけなければならない力としての話

し合い能力を小中高校で養うということである。もう一

つは，話し合いという方法を学習活動の中に取り入れる

ことによって，学習活動を主体的で活力あるものにする

ということである。

一つめの話し合い能力そのものの向上については，特

に情報化社会，国際化社会の進展によってその必要性は

ますます高くなっていることは言うまでもない。

二つめの話し合いを教育活動に取り入れる意義につい

ては北川茂治(1995)が次のように整理している。

①知的共同作業の活性化

②相互啓発による創造性の育成

③課題追求方法の習得

④人間関係の育成

⑤意見の述べ方，聞き方の習得

⑥話し合いの形態の知識と運用能力の育成

４ 話し合い学習の分類・整理

「話し合い」の機能について様々な研究者が分類・整

理しているが，おおむね「論理・思考」（論理性）の極と

「情緒・人間関係形成」（倫理性）の極との二極における

分類であるという点で共通している。

⑴目的による分類

Ａ 拡散的な思考方向を目的とする話し合い活動

（広げる，深める話し合い）

Ｂ 収束的な思考方向を目的とする話し合い活動

（まとめる話し合い）

⑵指導方法による分類

Ａ 話し合いの力をつけるために話し合いをさせる。

（取り立て指導）

Ｂ 他の目標の手段として話し合いをさせる。

（関連指導）

５ 学習者の実態調査

①全国学力・学習状況調査（平成 26年度）結果より

2014年 4月に実施された全国調査に「普段の授業

では，生徒の間で話し合う活動をよく行っていたと思

う」「生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深

めたり，広げたりすることができている」かどうかを問

う項目があった。

図１

前者に対する本校中学 3年生の回答は，「当てはま

る」「どちらかといえば当てはまる」と答えた生徒の割合

（上段）が全国平均（下段点線部）を下回った。（図１）

国語の授業に限らず「1,2年生のときに受けた授業

について」問うたものである。本校では全教科を通して

話し合う活動を行う機会が少ないと言えるが，あるいは

随所に話し合い活動を取り入れているが，生徒がそれを

「話し合い」と意識するに至っていないとも考えること

普段の授業では，生徒の間で
話し合う活動をよく行っていると思いますか。
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図１

成しながら，各段階の関連性をいっそう強め，高次の
能力である活用力として身につけさせることが求めら
れているのである。本研究は，そうした問題を探究す
るものである。� （間瀬茂夫）

２．研究の目的・方法
　「話し合い」は，学校生活のみならず，社会生活の様々
な場面で必要とされるにもかかわらず，深い話し合い
を実現することは容易なことではない。「話し合うこ
と」については，学習指導要領に各学年の指導事項が
示され，発達段階に応じた違いも表現されている。し
かし，指導場面が取り立て指導に加え，他の学習領域
における言語活動の中と多様であること，また話し合
いの形態も対話を含め，考えの出し合い，討論，ディ
ベートなど様々であり，これらを各学年段階における
年間カリキュラムの中でどのように配置するのか，ま
た，小，中，高の能力的な差異や学習者間の関係性を
ふまえての効果的な学習指導とはどういうものなのか
など，現実的な課題が少なくない。
　本研究では，各学校段階や各学年でどのような話し
合いの力を身につけさせていくことが必要なのか，ま
たそのための授業実践はどうあるべきかについて小・
中・高がお互いの指導実践の関連や，学習者の学びの
履歴をふまえた「指導プログラム」の作成をめざす。
平成26年から28年の３年計画で次のように実施する。
１年次　�本校学習者・実践の実態調査，国語教科書・

話し合い，言語コミュニケーション関係の先
行文献・視聴覚教材等の収集分析

２年次　�授業実践（１）実践課題の発見・設定，学習
活動・指導方法・教材の開発

３年次　�授業実践（２）系統的な指導プログラムの作
成

３　話し合い学習の意義
　話し合いの学習については，おおまかに考えて二つ
の意義があると考えられる。一つは，民主社会を形成
する人間として当然身につけなければならない力とし
ての話し合い能力を小中高校で養うということであ
る。もう一つは，話し合いという方法を学習活動の中
に取り入れることによって，学習活動を主体的で活力
あるものにするということである。
　一つめの話し合い能力そのものの向上については，
特に情報化社会，国際化社会の進展によってその必要
性はますます高くなっていることは言うまでもない。
　二つめの話し合いを教育活動に取り入れる意義につ
いては北川茂治（1995）が次のように整理している。
　　　①知的共同作業の活性化
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中１　・�うまくまとまらない／自分勝手に言う人がい
る／意見を言わない人がいる

中２　・�意味がない，効果がない／行事のとき以外は
いらない／自分の意見が通らない／けんかに
なったりする／話してもどうにもならない

中３　・�面倒だ／一部の人の意見で決まってしまう
　　　　�話し合いはみんないやだから／話し合うほど

大事なことなどない／話し合いをしなくても
解決できる

（２）�　これまでの学校生活の中で，実際に「話し合い」
が必要だと思ったことはありますか。

　　　　　　ある　　たまにある　　ない
　　中１　　32％　　　35％　　　　33％
　　中２　　16％　　　34％　　　　50％
　　中３　　16％　　　37％　　　　46％
それはどんな場面でしたか。
中１　席替え，いじめ，行事，けんか，係決定
中２　�物の紛失，いじめ，学級目標の決定，行事，け

んかや誤解，意見の食い違い，人の行動
中３　�班や係の決定，疑問の解決，学級目標の決定，

意見の食い違い，部活動

　森久保氏の実施したアンケート項目に準じて，広島
大学附属小中高の児童・生徒を対象に調査を行った。

（１）�　国語の学習において，話し合いは必要だと思い
ますか。

　　　　　必要と思う　　思わない
　　小５� 97％� 3％
　　小６� 100％� 0％
　　中３� 100％� 0％
　　高１� 94％� 6％
　　高３� 91％� 9％
　どの学年においても，必要性を感じている人の割合
が圧倒的に高いが，高校生になるとそうでない人の割
合が若干増加している。
　小学校から「話し合い」を積み重ねていく中で，活
動自体が形骸化し，話し合いによる自己認識の深化・
拡充や自己啓発，満足感・充実感を得る経験が少ない
ことが起因するのではないかと考えられる。
　あるいは多くの会議がそうであるように，最後は最
終決定権を持つ者の意見に終着するので，そのような
場を重ねるうちに話し合いの必要性を見出せなくなっ
ているのかもしれない。

　実際の活動において発言をどれくらいしているの

して話し合う活動を行う機会が少ないと言えるが，あ
るいは随所に話し合い活動を取り入れているが，生徒
がそれを「話し合い」と意識するに至っていないとも
考えることができる。

　「生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを
深めたり，広げたりすることができている」かどうか
についての回答は，「当てはまる」「どちらかといえば
当てはまる」と答えた生徒の割合（上段）が全国平均
（下段）を上回った。（図２）
　多くの生徒が話し合うことで思考を深化拡充した経
験を持っている。そのことが話し合いの有効性を認め
ることになる。
②独自のアンケート調査結果より
　森久保安美は平成７年度，東京都立多摩教育研究所
長期自主研修会において，中学生を対象に行ったアン
ケート結果の報告を行っている。

（１）�　日々の活動において，話し合いは必要だと思い
ますか。

　　　　　必要と思う　　思わない
　　中１　　65％　　　　　35％
　　中２　　75％　　　　　23％
　　中３　　77％　　　　　23％
必要と思う理由（抜粋）
中１　・�話し合えば解決するから／意見が一つにまと

まるから／お互いの考えがわかるから／コ
ミュニケーションのため

中２　・�話し合いのほうがかっこいい／友人関係をよ
くする／他人の考えが理解できる／誤解をな
くす，問題解決

中３　・�人の気持ちが分かる／いろいろな考え方がわ
かる／何かを決める時に必要／日本人は話し
合いに慣れていないから／話し合わないと不
満が出る／平等に解決できる

必要と思わない理由（抜粋）
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ができる。

図２

「生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深め

たり，広げたりすることができている」かどうかについ

ての回答は，「当てはまる」「どちらかといえば当てはま

る」と答えた生徒の割合（上段）が全国平均（下段）を

上回った。（図２）

多くの生徒が話し合うことで思考を深化拡充した経験

を持っている。そのことが話し合いの有効性を認めるこ

とになる。

②独自のアンケート調査結果より

森久保安美は平成７年度，東京都立多摩教育研究所長

期自主研修会において，中学生を対象に行ったアンケー

ト結果の報告を行っている。

⑴ 日々の活動において，話し合いは必要だと思います

か。

必要と思う 思わない

中１ 65％ 35％
中２ 75％ 23％
中３ 77％ 23％

必要と思う理由（抜粋）

中１ ・話し合えば解決するから／意見が一つにまとま

るから／お互いの考えがわかるから／コミュニケーショ

ンのため

中２ ・話し合いのほうがかっこいい／友人関係をよく

する／他人の考えが理解できる／誤解をなくす，問題解

決

中３ ・人の気持ちが分かる／いろいろな考え方がわか

る／何かを決める時に必要／日本人は話し合いに慣れて

いないから／話し合わないと不満が出る／平等に解決で

きる

必要と思わない理由（抜粋）

中１ ・うまくまとまらない／自分勝手に言う人がいる

／意見を言わない人がいる

中２ ・意味がない，効果がない／行事のとき以外はい

らない／自分の意見が通らない／けんかになったりする

話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，
広げたりすることができていると思いますか。

／話してもどうにもならない

中３ ・面倒だ／一部の人の意見で決まってしまう

話し合いはみんないやだから／話し合うほど大事なこと

などない／話し合いをしなくても解決できる

⑵ これまでの学校生活の中で，実際に「話し合い」が

必要だと思ったことはありますか。

ある たまにある ない

中１ 32％ 35％ 33％
中２ 16％ 34％ 50％
中３ 16％ 37％ 46％

それはどんな場面でしたか。

中１ 席替え，いじめ，行事，けんか，係決定

中２ 物の紛失，いじめ，学級目標の決定，行事，けん

かや誤解，意見の食い違い，人の行動

中３ 班や係の決定，疑問の解決，学級目標の決定，意

見の食い違い，部活動

森久保氏の実施したアンケート項目に準じて，広島大

学附属小中高の児童・生徒を対象に調査を行った。

(1)国語の学習において，話し合いは必要だと思います

か。

必要と思う 思わない

小 5 97％ 3％
小 6 100％ 0％
中 3 100％ 0％
高 1 94％ 6％
高 3 91％ 9％

どの学年においても，必要性を感じている人の割合が

圧倒的に高いが，高校生になるとそうでない人の割合が

若干増加している。

小学校から「話し合い」を積み重ねていく中で，活動

自体が形骸化し，話し合いによる自己認識の深化・拡充

や自己啓発，満足感・充実感を得る経験が少ないことが

起因するのではないかと考えられる。

あるいは多くの会議がそうであるように，最後は最終

決定権を持つ者の意見に終着するので，そのような場を

重ねるうちに話し合いの必要性を見いだせなくなってい

るのかもしれない。

実際の活動において発言をどれくらいしているのか，

していないとしたら何が要因であると考えられるか，選

択肢を設けて意識調査を行った。

(2)あなたは日ごろの話し合い活動で発言していますか。

１．よく発言している

２．たまに発言する

図２
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か，していないとしたら何が要因であると考えられる
か，選択肢を設けて意識調査を行った。
（２）�　あなたは日ごろの話し合い活動で発言していま

すか。
１．よく発言している
２．たまに発言する
３．ほとんどしていない
　　　　　１．よく　　２．たまに　　３．ない
　　小５� 25％� 52％� 23％
　　小６� 38％� 51％� 12％
　　中３� 15％� 70％� 15％
　　高１� 10％� 70％� 20％
　　高３� 18％� 47％� 35％
あまり発言しないとしたらその理由は何ですか
（複数回答可）
　　ア　一部の人の考えで決まってしまうから
　　イ　話し合いをしても何も変わらないから
　　ウ　けんかのようになってまとまらないから
　　エ　周りの反応が気になるから
　　オ　発言の仕方がわからないから
　　カ　上手く話せないから
　　キ　発言するのが恥ずかしいから
　　ク　発言する内容に自信がないから
　　ケ　話し合いの内容に興味を感じないから

　「エ　周りの反応が気になるから」と「ク　発言す
る内容に自信がないから」を理由に挙げた人の割合が
高い。話し合いに参加する「意識」の問題と，話し合
う「能力・技能」の問題である。この二つの問題を解
決することが話し合う力の育成の鍵になると思われる。

６　新学習指導要領
　小学校，中学校，高等学校（国語総合），それぞれ
の学習指導要領に謳われている指導目標から，身に付

表２

ける「話し合う能力」，育てる「態度」に触れた部分と，
指導内容より「話し合うこと」に言及した部分を抜粋
して学年順に並べると次のようになる。
（１）�　指導目標（話し合う能力）
　小１，２　話題に沿って
　小３，４　進行に沿って
　小５，６　計画的に
　中１ 　　話題や方向をとらえて
　中２ 　　相手の立場を尊重して
　中３ 　　課題の解決に向けて
　国語総合伝え合う力を高める
（２）�　指導目標（態度）
　小１，２　進んで話したり聞いたりしようとする態度
　小３，４　�工夫をしながら話したり聞いたりしよう

とする態度
　小５，６　�適切に話したり聞いたりしようとする態度
　中１ 　　考えをまとめようとする態度
　中２ 　　考えを広げようとする態度
　中３ 　　考えを深めようとする態度
（３）�　指導内容
　小１，２　オ�　互いの話を集中して聞き，話題に沿っ

て話し合うこと。
　小３，４　オ�　互いの考えの共通点や相違点を考え，

司会や提案などの役割を果たしながら，
進行に沿って話し合うこと。

　小５，６　オ�　互いの立場や意図をはっきりさせな
がら，計画的に話し合うこと。

　中１ 　　オ�　話し合いの話題や方向をとらえて的
確に話したり，相手の発言を注意して
聞いたりして，自分の考えをまとめる
こと。

　中２ 　　オ�　相手の立場や考えを尊重し，目的に
沿って話し合い，互いの発言を検討し
て自分の考えを広げること。

　中３ 　　エ�　話し合いが効果的に展開するように
進行の仕方を工夫し，課題の解決に向
けて互いの考えを生かし合うこと。

　国語総合
　ウ�　課題を解決したり考えを深めたりするために，
相手の立場や考えを尊重し，表現の仕方や進行の
仕方などを工夫して話し合うこと。

　エ�　話したり聞いたり話し合ったりしたことの内容
や表現の仕方について自己評価や相互評価を行
い，自分の話し方や言葉遣いに役立てるとともに，
ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。

（４）言語活動例
　小１，２



― 117―

　　イ�　尋ねたり応答したり，グループで話し合って
考えを一つにまとめたりすること。

　小３，４
　　イ�　学級全体で話し合って考えをまとめたり，意

見を述べ合ったりすること。
　小５，６
　　イ�　調べたことやまとめたことについて，討論な

どをすること。
　中１
　　イ�　日常生活の中の話題について対話や討論など

を行うこと。
　中２
　　イ�　社会生活の中の話題について，司会や提案者

などを立てて討論を行うこと。
　中３
　　イ�　社会生活の中の話題について，相手を説得す

るために意見を述べ合うこと。
　国語総合

　　ウ�　反論を想定して発言したり疑問点を質問した
りしながら，課題に応じた話し合いや討論など
を行うこと。

　これらの観点は，論理に係る重要な観点であり，評
価規準にもなるものである。単に話し合いをさせるの
ではなく，話し合いを通して児童生徒が習得すべき基
礎的・基本的な技能をより具体化し，肯定的な評価を
通してスパイラルな構造を常に意識しながら日々の授
業・単元を実践していく必要がある。

７　教科書配列
　では，新学習指導要領を踏まえて，実際に使用され
る教科書は「話し合い」の学習をどのように採り上げ
ているのだろうか。小学校から高等学校まですべての
校種の教科書を出版している３社が，平成27年度版教
科書の単元をどのように配列しているのかを一覧にし
たものが表３である。

表３

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

小
１

・「すきなものクイズ」をしよう
●�話題に沿って話し合い，質問したり質問
に答えたりする。

みつけて　はなそう，たのしく　きこう
◇�さし絵をもとに話題を見つけ，話題に
そって話し合い，相手の話を集中して聞
く。また，相手の話題に対して，簡単な
ことを尋ねたり，応答したりする。

え，どっち？
課題について自分の好きな方をどちらか選
んで，自分なりの理由をつけてわかりやす
く発表し，話し合う。

小
２

・あそびのやくそくを話し合おう
●�一人一人の考えをよく聞いて，話題に
沿って話し合い，グループの考えをまと
める。

・話し合ってきめよう
　「グループはっぴょう会」をひらこう
◇�話し合いでグループの出し物を決め，「グ
ループはっぴょう会」を開く。

コンテストに出すこまをきめよう
こまのコンテストに出すために，観点に
合ったこまを，理由を示しながら考えを述
べ，話し合いにより決める。

小
３

・グループで話し合おう
●�話し合いの進め方を意識して，司会の進
行に沿ってグループで話し合う。

・話し合って，みんなの考えをまとめよう
　−係の活動について考えよう
◇�司会や記録などの役割を決めて，クラス
のことについてグループですすんで話し
合う。

よりよいクラスを作ろう
よりよいクラスにするための自分の考えを
理由づけて話し，相手の考えを自分の考え
と比べながら聞き合う。

小
４

・クラスで話し合おう
●�司会者，提案者，参加者という役割を意
識しながら，議題に沿って話し合う。

・よりよい話し合いの仕方を考えよう
　クラスで話し合おう
◇�司会者や発言者などの役割を果たしなが
ら，話し合いの進行に合わせ，互いの考
えをよく伝え合って話し合う。

安全について考えよう
「通学路の安全について」やその他の議題
について，クラス全体で進行に沿って話し
合う。

小
５

・立場を決めて討論をしよう
●�互いの主張とその理由を明確にしながら，
計画的に討論をする

・立場を決めて話し合おう
　「意見こうかん会」をしよう
◇�立場を決めて話し合い，さまざまな意見
を聞いて自分の考えを広げる。

動物とともに生きるために
−野生からすがたを消していく動物たちに
対して，わたしたちができることについて
話し合う。（グループ，クラス）

小
６

・問題を解決するために話し合おう
●�自分の意見を的確に伝え，相手の発言の
意図を考えながら話し合う。

・�話し合って，考えや意見を一つにまとめ
よう−グループで話し合おう
・意見を出し合おう
　�未来の自動車−パネルディスカッション
をしよう−教科書を読み，パネルディス
カッションの意図と進め方を知る。

平和な世の中を築くために
―パネルディスカッション―
平和な世の中を築くために大事なことにつ
いて話したり，自分の考えと異なる意見と
比較しながら聞いたりして，自分の考えを
広げる。
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　小学校から中学校にかけてどの学年でも年間１単元
ずつ「話し合い」に関する学習が配列されている。
　小学校では低学年から段階的に意見を出すことや話
し合いを進めることに関する指導が行われており，そ
れを生かすような話し合いの場面が設定されている。
また中学校では，小学校での指導を継続しつつ多様な
形態での話し合いが設定されている。
　高等学校の必修科目である「国語総合」の多くは「現
代文編」と「古典編」に分けられており，「話し合い」
に関する事項は「現代文編」の中のさらに「表現編」
に含まれている。学習内容は中学校までに身につけた
能力を活用・実践する形で言語活動を行うものが多
く，３社ともに「ディベート」を取り入れている。
　「国語総合」は高校第１学年で履修する学校が多い。
第２学年，第３学年で設定されている「現代文A，B」
「古典A，B」は指導目標が読むことを中心に設定され
ており，取り立てて話し合い学習を行う内容にはなっ
ていない。

８　先行実践例
　大村はまが『話し合い』について深く考え始めたの
は，一教員として戦争に加担したと責任を感じて，『話
し合える庶民を作りたい』と思ったのがきっかけで
あった。その後，中学校の国語教師となって子どもの
将来を考えながら，実践を積み上げていった。
　大村の「話し合いの指導ポイント」は３つである。

（１）　「話し合いの価値を身にしみて感じさせること」
　真の「話し合い」とは自己の開発につながるもので
あり，他者と話すことで生徒は自分の意見が整理され，
言語化でき，自分一人では思いつかないような言葉が
いつの間にか口から出すことができる。
（２）　「正しく深く聞き取る力をつけること」
　冷静に聞く力，機敏に整理しつつ聞く力，人間的な
温かな心まで聞くという力，共に追求しつつ聞く力の
４点に分かれる。「話す」ことではなく「聞く」ことに
目を向けたのは，聞くことを大切にすれば発言せずに
はいられないだろうと考えたからである。また，この
力をつけることで，他を気にせず自分の言葉で安心し
てものを言える雰囲気が作れる。そのために教師は，「線
の太い話し合い」つまり自分がはっきり自信を持って
発言できるようなサイズ，種類の話し合いをさせる必
要がある。
（３）�　「だれかがだれかをばかにしていない状態である

こと」
　教師の役割は，ある生徒が手を上げたとき，他の生
徒が�あの人はどんな言葉を発するのだろうとわくわく
する状態を作ることである。
　前もって子どもに資料を渡すなど，膨大な時間をか
けてひとり一人が話し合いで輝けるような材料を考え
るのである。教師が，それぐらい心血を注いで生徒を
大事にすれば，生徒も授業や先生を大事にするように
なる。

（「大村はま国語教室　第二巻」，筑摩書房1983）

中
１

・話し合いで理解を深めよう
―グループディスカッション
相手の発言をしっかりと聞き，話の方向を
捉えて自分の考えを話す。

意図を正確に伝えるには
―話題や方向を捉えて話し合う―
話し合いの仕方や役割について理解する。

討論ゲームをしよう
日常生活の中の話題について対話や討論な
どを行う。

中
２

・話し合いで考えを広げよう
―パネルディスカッション
司会者やパネリストの役割を押さえ，目的
に沿って話し合う。

目的に沿って話し合うには
―司会や提案者を立てた話し合い―
司会や提案者を立てて話し合い，社会生活
の課題を解決する。

パネルディスカッションをしよう
社会生活の中の話題について，司会や提案
者などを立てて討論を行う。

中
３

・話し合いで問題を解決しよう
―チャート式討論
問題の解決に向けて，お互いの考えを生か
し合う。

意見を生かして話し合うには
―説得力のある意見を述べ合う―
互いの考えを生かし合い，課題を解決する。
説得力のある意見を述べ合い，話し合いを
深める。

｢企画会議｣ を開こう
社会生活の中の話題について，相手を説得
するために意見を述べ合う。

高
校　

国
語
総
合

１�討論の形態と特徴について理解する。
２�パネルディスカッションの進め方につい
て理解する。
３�ディベートの進め方について理解する。
４�指定された論題について，それぞれにふ
さわしい形式で討論を行う。
５�討論をするうえで大切なことを確認する。

○�ディベートをすることの意義を理解する。
○�ディベートを実践する。
○�ディベートで論理的思考方法を身につけ
る。
○�会議の進め方を理解する。
○�アイデアの出し方，まとめ方を身につけ
る。

・話し合いをする−ブッククラブ−
　�ブッククラブを通じて，「話し合い」の
ために必要な手順と目標を理解する。

（精選　国語総合）
・ディベートをする−マイクロディベート
　�反対側の立場を尊重しながら，ジャッジ
を納得させるための討論を行う。

（国語総合　現代文編）
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　上記３点を理論的に教えるのではなく具体的に伝え
ることが，生徒の理解や喜びにつながると考えられる。

　以下に小・中・高，それぞれ代表的な「話し合い学
習指導」の実践案，実践例を一つずつ挙げることで現
状を把握してみたい。
（１）小学校（第６学年）
①　単元名　討論会をしよう
②　単元の目標
　�　情報を多面的に集めて自分の考えを明確にしてま
とめたり，話し手の意図をとらえて聞いたりしなが
ら互いの立場や意図をはっきりさせて討論をするこ
とができる。
③　主な学習活動（単元の指導計画（全７時間））
第１次（２時間）　◆討論会に向けて見通しを立てる。
○これまでに行ってきた話し合いを振り返り，異なっ
た立場から考えを出し合う討論の意義を確かめる。
○身近な話題や考えていることから，学級で討論する
話題を決める。
○討論会に向けて学習計画を立てる。
第２次（３時間）　◆学級で討論するための準備を行う。
［話し手としての準備］
○話題について材料を集めながら，自分の考えをはっ
きりさせていく。
○グループ討論会をして意見を述べ，自分の考えをよ
り明確にする。
○全体討論会に向けてさらに必要な情報を集め，どう
発言するかなど考える。

［聞き手としての準備］
○自分の考えと反対の立場も踏まえながら，討論会で
聞きたい事柄をはっきりさせる。
○グループ討論会をし，異なる立場の考えも踏まえて
自分の考えを検討する。
○自分が聞いてはっきりさせたいことは何か，質問す
る際どう切り込むかなどを考える
第３次（２時間）　◆学級で討論会をする。
○司会者は，討論のテーマと討論の方向性，主な柱立
てを述べて，全員で確認する。
○話題について討論する。
○討論会終了後，どんな発言が自分の考えを深めたり
広げたりするのに役立ったか，討論会を進める際に，
どんな整理の仕方が有効だったか振り返る。

（文科省2011 ／言語活動の充実に関する指導事例集
【小学校版】より）

（２）中学校（第２，３学年）
①　単元名　話し合いをする力を高めよう

②　単元の目標
・�話し合いに積極的に参加する態度を身に付けること
・�他者の意見と対比して自分の意見を多面的に考え，
話し合いの目的，話題及び方向を意識して効果的な
展開を考えること
・話す対象を意識し筋道の通った発言を考えること
③　単元指導計画（全６時間）
第１次（２時間）　◆多面的に考える力の育成
○他者の意見を把握する方法を身に付ける。自他の意
見に対して批判的及び創造的に考えるとはどういう
ことであるのかを理解する。
○話し合いにおいて，メモを取ること及び質問や提案
を行うことを通して，自分の意見を多面的に考える。
第２次（２時間）　◆的確な発言を考える力の育成
○発言の組立て及び基となる論理を考える。
○対象を意識した発言を考える。
第３次（３時間）　◆展開を考える力の育成
○話し合いを効果的に展開させるために必要なことに
ついて考える。
○目的及び展開を意識しながら話し合う。
○単元を振り返り，話し合いに必要な考える力につい
てまとめる。

（「話し合いにおける考える力を育成する指導に関する
研究」山口市立鴻南中学校　重岡　浩二教諭）

（３）高等学校（国語表現Ⅰ）
①　単元名「立場を明確にして討論する」ディベート
②　単元の目標
・�ディベートを行うことについて，その趣旨や方法を
理解する。
・�自分の意見を述べるだけでなく，他者の意見に謙虚
に耳を傾ける。
・まとめた意見を分かりやすく述べることができる。
・�作成した資料を用いて効果的に意見を述べることが
できる。
・�互いの意見を真剣に聞き，自分の意見を筋道立てて
説得力のあるものにするために吟味する。
③　単元の展開と授業の様子（配当時間８時間）
第１時　◆ディベートの約束事についての講義とテー
マの設定
○�テーマについて特に制限をつけず，自分たちが話し
やすい話題について考えさせた。生徒が選んだテー
マは『制服は是か非か』であった。
第２時　◆調査，資料集めと立論の作成
○�インターネットで，制服業界の機関誌や他の学校の
ホームページを閲覧することで得た情報や，自分の
クラスの生徒を対象に行ったアンケートを基に資料
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づくりをしていた。
第３時　◆実践と反省
生徒の反省から
「相手の立論に対する反駁がうまくいかなかった。」
「感情的な表現が多く，説得力に欠けた。」
「資料がそろっていないため，どうしても消極的な
意見になってしまった。」
「多方面からの調査が必要であった。」
第４時　◆前時の反省を踏まえて，改善策を話し合う
「相手の立論に対する反駁がうまくいかなかった。」
→資料が不足していた。相手の立場に立って反論を
予測しておく必要がある。
「感情的な表現が多く，説得力に欠けた。」
→テーマは，社会問題解決にいたるようなものがふ
さわしいのではないか。
「資料がそろっていないため，どうしても消極的な
意見になってしまった。」
「多方面からの調査が必要であった。」
→結論を一つだけに絞って資料を集めるのではな
く，多角的に考えて調べる必要がある。調べ時間を
もう１時間増やすとともに，作戦を立てる時間も必
要である。
第５時　◆テーマの設定と作戦会議
テーマは『ゴミ回収の有料化は是か非か』になった。
第６，７時　◆調査，作戦会議
第８時　◆実践
（「授業で話し合いを−授業で話し合いをする時の指導
のポイントについて紹介します−」神奈川県立平塚湘
風高等学校諏訪間雅行教諭）

　各校種それぞれの現場で「話し合い」学習指導の実
践は行われているが，小・中・高の発達段階が意識さ
れ，系統的な指導を行う必要があると考える。
� （西原利典）

９　実生活に生きる「話し合い」の力を育成するために
　日々の授業で「話し合う」という言語活動を児童生
徒の思考力，判断力，表現力等の育成の場にするため
には，本時の目標に迫る「ゆさぶり発問」の設定によ
り，児童生徒にとってじっくり考える必然性を生むこ
と，また，話し合わせる前に個人で考える時間を設定
することが重要である。
　かつて，ソビエトの心理学者ヴィゴツキー（Lev�
Semyonovich�Vygotsky�1896-1934）は，『思考と言語』
（1934）の中で，「内言」と「外言」を挙げ，思考と言
語の関係について重要な理論を示し，後の研究に大き
な影響を与えた。

　井上尚美（1984）は，ヴィゴツキーの「内言」と「外
言」について注釈を加えた上で，言語活動の根底にあ
る思考のはたらきについて次のように述べている。
　「簡単な思考なら頭の中にイメージを思い浮かべる
だけで可能であるが，複雑な，難しいことを考えよう
とするときには，心の中で言葉を発して自己内対話（完
全な文の形でなく，断片的・非文法的なものがある場
合が多い）を交わしながら考えを進めていくのであ
る。この心内語を『内言』（innerspeech）と呼ぶ。こ
れに対して，実際に外に向かって音声化された言葉を
『外言』という。」
　「私たちが文章を書いたり話したりするとき，はじ
めは混沌とした断片的な想やイメージの状態があり，
その中からしだいに主題（課題）に関する『語（概念）』
が思い浮かべられ，それを文法的に整えて『文・文章
（話）』へと展開していくのである。理解の場合も，読
んだり聞いたりするときには，これまでのところを頭
の中でまとめながら（関係づけ），そしてこれから先
の展開を考えながら（予想），今，目に入っている所
を読んで（聞いて）いるのである。
　以上のように，表現・理解に際しては，心の中で課
題解決に必要な，的確な語→文→文章を思い浮かべつ
つ表現・理解の活動を行っているのであり，その基底
に存在しているのが内言なのである。」
　井上氏が「心の中で課題解決に必要な，的確な語→
文→文章を思い浮かべつつ表現・理解の活動を行って
いる」と述べるように，この自己内対話の時間こそ個
の思考力，判断力を磨き，表現力を高めることにつな
がるものであると考える。
　話し合い活動に入る前に一人でじっくりと考える沈
黙の時間，つまり「価値ある沈黙」が重要なのである。

10　話し合いの質を高める発問づくりの観点と視点
　話し合いの場面で，児童生徒は，課題解決のために
自ら話し合いたいという必要感を持っているのだろう
か？個人でじっくりと考える時間が設定されないまま
話し合いに入り，その結果，話し合いの質が高まらな
いということがある。
　話し合いを通して，思考力，判断力，表現力等を磨
くためには，話し合いに入る前に児童生徒が解決すべ
き課題をもつことのできる場をつくらなければならな
い。そのためには，指導者による発問の質を高める必
要がある。
　児童生徒にじっくりと考える必要感をもたせ，「他
の人は，どのように考えたのか知りたい」という思い
をもたせるために有効なのが「ゆさぶり発問」である。
「ゆさぶり発問」とは，学習者がもつ固定観念や概念
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をゆさぶり，より深い認識に導くものである。
　児童生徒の思考をゆさぶり，ものごととものごとを
関係づけながら判断を求める発問づくりの観点と視点
を以下に示す。

観点：疑問，矛盾
視点：どうして○○なのか？
　　　普通なら○○なのに，どうして△△したのか？

　児童生徒にもたせたい疑問点，気付かせたい矛盾点
を基にゆさぶり発問を設定する。また，立ち止まらせ
てじっくり考えさせたい場で切り返す。疑問点，矛盾
点を問われれば，それを解明しようとする課題意識が
生まれる。「本当に？」「本当にそうなの？」と切り返
されれば，自らの考えを振り返り，ものごととものご
とを関係付けて説得しようとする。
　このように，児童生徒の思考をゆさぶる発問を設定
することで，児童生徒が，課題解決の意識と話し合い
の必要感をもち，話し合いという言語活動が，深い思
考と認識につながっていくと考える。

11　話し合うことを通して表現力を高める
　児童生徒にとって表現の仕方を習得することは重要
なことである。自分の考えがあってもそれを伝える技
術が無ければ自分の考えを筋道立てて分かりやすく表
現することはできない。表現の仕方を学び，習得した
ことを他の場面で活用する力を育成するためには，明
確な目標と適切な評価が必要である。
　平成22年12月文部科学省は，「言語活動の充実に関
する指導事例集」の中で，児童の発達の段階に応じた
指導の充実として，以下のような観点を示している。4）

【低学年】
○主語と述語を明確にして表現する。
○比較の視点（例えば，大きさ，形，色，位置など）
を明確にして表現する。
○判断と理由の関係を明確にして表現する。
○時系列（例えば，まず，次に，そして，など）で表
現できる。

【中学年】
○判断と根拠，結果と原因の関係を明確にして表現す
る。
○条件文（「もし，○○ならば，△△である」等）で
表現する。
○科学用語や概念を用いて表現する。
○互いの考えの共通点や相違点を整理し，司会者や提
案者などの役割を果たしながら，進行に沿って話し
合う。

【高学年】

○演繹法や帰納法などの論理を用いて表現する。
○規則性やきまりなどを用いて表現する。
○互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に
話し合う。
　変化発展の繰り返しによる指導と評価が児童生徒に
基礎的・基本的な技能を習得させ，習得したことを活
用できる力を育成するために必要であると考える。具
体的には，教材の価値を明らかにしつつ単元の系統性
を明らかにし，今後，小・中・高の系統的なカリキュ
ラム作成に取り組みたい。� （谷本　寛文）

12　成果と課題
　「はじめに」で述べられたように，「話し合い」は「協
働的に知識や能力を習得するための土台」となる。そ
の「土台」づくりとして何が必要なのか，あるいは，
その「土台」の姿はどのようなものなのか，そしてそ
の「土台」をもとにしてどのような学習の展開が可能
になっていくのか。本稿ではいわばそのような課題に
取り組むための足場が築かれることとなった。
　『全国学力・学習状況調査』（平成26年度）の結果を
分析しながら，話し合いの必要性を感じる度合いは学
年が上になればなるほど低くなることや，話し合いに
よって「自己認識の深化・拡充」「自己啓発」「満足感・
充足感」を手に入れる経験が少なくなるという傾向が
読みとられた。必要だとは思っても，話し合い学習に
意義を見出したり，話し合い学習に充足感を得られな
いことが，話し合いそのものへの消極的な姿勢を生み
出しているという解釈である。その上で，現行学習指
導要領や国語教科書における話し合い学習材（教材）
の構成・配列を分析し，カリキュラムにおける話し合
い学習指導の位置づけと，国語教科書の構造において
話し合い学習指導がどのようなかたちで組み込まれて
いるかということを考察した。その上で，大村はまを
はじめとする，中学校・高等学校における話し合い学
習指導の特徴を考察し，また，小学校６年間を通じて
子どもの「内言」を成り立たせ，思考を育てていくた
めの話し合い学習指導系統のイメージを素描した。
　このようなかたちで，話し合い学習指導の現状を，
いくつかの資料をもとにしながら，研究の立脚点を明
らかにすることができたのは本稿の成果の一つであ
る。その上で，これからの授業実践研究のためには何
が必要なのであろうか。
　本稿にも引用した大村はまによる「話し合い指導の
ポイント」をどのように解釈して授業実践をつくって
いくのかということがそのことを考える大きなヒント
となるように思われる。「話し合いの価値を身にしみ
て感じさせること」「正しく深く聞き取る力をつける
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こと」「だれかがだれかをばかにしていない状態であ
ること」の三つがそこでは示されている。
　「話し合いの価値を身にしみて感じさせること」は，
話し合ってよかったと思えるような話し合い状況をど
のようにすれば構成することができるのかということ
である。話し合うことで自分の思考が深まったり広
がったりすることもあるだろうし，友だちのことが前
よりもよくわかってよかったと思うこともあるだろ
う。話し合う価値のある話題とはどういうものかがよ
くわかったということも，話し合いの価値の一つであ
る。うまくいった話し合いの「成果」としてどのよう
なことを子どもが体験するのかを分析して，その「成
果」を促すような授業実践を進める必要がある。
　「正しく深く聞き取る力をつけること」は，話し合
いにおける「聞く」ことの力を指摘したものである。
「話し合い」という言葉自体が「話す」ことを軸にし
たものだが，実際のところ「正しく」そして「深く」
聞き取る力こそが「話し合い」を成り立たせることを
言い当てている。実際の話し合いの場面だけでこの力
を伸ばすことはむずかしいことであると思われる。話
し合い場面とは別のところで「正しく深く聞き取る」
ためのミニ・レッスンを工夫していく必要がある。ミ
ニ・レッスンのなかには，短い話や文章を聞いたり読
んだりして，話し手や書き手の意図を考えて，それに
ついて他の人の聞き取り方と自分のそれとを比べて，
聞き取り方によって何が違うのかということを考える
ようなものも含まれるだろう。「正しく深く聞き取る
力」とは，広げていけば対象を深く理解する力である
と言ってもよい。突き詰めて言えば，理解するとは何
か，という問題につながると思われる。
　「だれかがだれかをばかにしていない状態であるこ
と」は，他者に対するリスペクト（敬意）の問題であ
る。「教師が生徒を」とか「生徒が生徒を」とか「大
人が子どもを」といった限定された言い方が為されて
いないところが重要な点である。大村はまが述べてい
るように「あの人はどんな言葉を発するのだろうとわ
くわくする状態」をつくるためには，話す人のどのよ
うな言葉からも何かを学ぼうとする気持ちを育てるこ
とが必要であり，発される言葉には，それを発した人
の気持ちや考えや思いが必ず含まれていると考えて聞
く人を育てようとすることが必要である。この状態を
つくって保持しようとする思いを共有できなければ，
話し合いの場はどこかで綻びてしまい，「話し合いの
価値を身にしみて感じ」ることも，「正しく深く聞き
取る」こともむずかしくなる。
　このことは，吉田新一郎が『読書がさらにたのしく
なるブックラブ』（新評論，2013年）で「いい話し合

いに必要なこと」として取り上げた13項目のうちの「⑩
発言者のアイディアをばかにせず尊重する−賛成でき
ない発言も，まずはよく聞いたうえで穏やかに異なる
アイディアを提示する（問いかけたほうがより効果的
な場合もある）」や「⑫自分の発言や考えに固執せずに，
話し合いから学ぼうとする」に通じることでもある。
　ここで，本稿に引用された大村はまの言葉に触発さ
れて考えたことは，学びにおいて話し合うことがどう
して必要なのかということにもつながる。そのことに
ついて子どもたちともに議論することも必要になりは
しないか。話し合わなかったとしたら何がわからな
かったのか，話し合うことで何がはじめて見えてきた
のか，ということをしっかりと考え抜くことから，話
し合いを学ぶ価値を学習者が実感することにつなが
る。その実感こそ学習者にとっての「宝物」であり，
おそらく卒業し実社会に出てからの言動の核となる。
� （山元隆春）
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